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中国にお ける チ ベ ッ ト学の 現状

　　　 ドル ジ ・
ツ ェ テ ン

（中国チ ベ
ッ ト学 セ ン タ

ー
総幹事）

　　　石 　濱　裕美子　訳

　議長先生並 び に先生方，貴国の チ ベ
ッ ト学会の こ の た

び の 盛会 に 御招 き頂 い た こ と，並 び に 大 会上 で発言の 場

を頂けま した こ とを心 か ら感謝致 し ます 、 私 は
一

人の チ

ベ
ッ ト学者 として

， 長年 に わた り貴国 の 学界 の 中の チ

ベ
ッ ト学 の 研 究分野 の 進展 に つ い て ず っ と強 い 関 心を

も っ て お り，諸先生 方の 培 わ れ た豊富な研究成果 に は大

変感服 して お りました 。 こ の 機会をお 借 りして 私 は 中国

の 同僚達 を代表 して 諸兄 位 に 敬意 と祝意を表 明 した い と

思い ます。

　周知の ご とくチ ベ ッ ト民族 は 中華民族 と い う大 家庭 の

中の 重 要な
…

員 で す 。 勤勉 に して 実直，勇敢 に して 知性

盗れ る チベ
ッ ト民族 は古来豊富 かつ 多彩な独特 の 文化を

創造 して まい りま した。そ れ は 中 国 の 民 族 文 化 の 宝 庫 の

中で も絢爛 た る光 を放 つ 明珠 の よ うな もの で，世界の 文

化の 林の 中 に咲 く目を奪 うば か りの 珍花 と も言 え ます。

チ ベ ッ トの 文化 は時をお うに つ れ て 内外 の 学者 の 関心を

ひきつ けて お り， 今 や ， チ ベ
ッ ト学 は 国家や 民族 の壁 を

越えた国際性 を有する学問 に発展 して い ます 。

　 チ ベ ッ ト学 の 故郷 は 中国 にあ ります 。 チ ベ ッ ト学 に 関

す る 中国 の 学界 は古 い 歴史 と伝統 を有 して い ますが，時

間の 制限 もありますの で こ こ で は 全 て をお話す る こ とは

で きませ ん 。

一
般的 に，中国に お け るチ ベ

ッ ト学の発展

は明確な段 階性を有して い ます e 現段階で の チ ベ ッ ト学

の 研究対象 は，チ ベ ッ トを主 とす る 四 川，澳 ， 甘州 ， 青

海等 々 の 省 の チベ ッ ト人居住区域全域 で あ り，前進 ・発

展 ・進化す る歴史の 過程 に お け る 全て の 文化 現象　　歴

史，言語，文学，政 治経済，哲学宗教，音楽演劇，建築

彫塑 ，絵画 工 芸，医薬暦学，風土 民族及 び現代化 に 向け

て 進 む過程 に お い て 遭遇す る 各種 の 理論的 ・実践的問 題

等
一

を研究す る こ とに あ ります。こ の た め，我 々 は こ

れ らの 総合的性格を有する学問群 をひ っ くるめ て 今 日 言

うと こ ろの 中国 にお けるチベ ッ ト学 と考えて お ります 。

　今世紀 の 五 十年代か ら六十年代 の 初め よ り，新中国 の

科学者は チ ベ
ッ トの 社会，政治，経済，歴史，言語，文

化等諸方面 にお い て 大規模な調査を行 っ て まい りま した。

そ れ と 同時 に チ ベ ッ ト人居住地区に ある 考古学的遺物 や

遺跡 ， 文献資料，民 間 の 文化遺産 の 収集，整理，保護事

業 は漸次進展 して まい りました。こ の 期間，科学者 は 歴

史学，社会学，民族学，言語学，考古学，古人類学等 の

諸領域 の 研究 に おい て 等 しく斬新な業績をあげ て まい り

ま した。しか し，不 幸 な こ と に 文 化 大 革 命 とい う十 年続

い た 動乱 の 影響に よ り，産声を上 げた ば か りの 新中国の

チ ベ ッ ト学 は停滞 に 陥 りま した。しか し十年動乱 の 収束

以後 ， 特 に ユ978年以来 ，
チ ベ

ッ ト学 は 枯木が春 に 逢 うが

ご とくに盛 ん に な り，全面的 に発展 を見る こ ととな りま

した。こ の 十 余年 の 問，チ ベ
ッ ト学 の 成 果 は累 々 とあ が

り人材 は 輩出 し空前 の 活況 を呈 しました 。 私 は こ の 機会

を借 りて 皆様 に こ こ 十数年 の 中国 に お ける チ ベ
ッ ト学 の

学科 と して の 成立 とチ ベ
ッ ト学の 分 野 に お け る進展 の 様

相に つ い て概略を紹介 させ て頂 きた い と思 い ます。 御手

元 の 資料 は完全 な もの で は な く，こ こ で 紹介申 し上 げる

こ と も大略 で すの で
， 疎漏な点 や 不 正確な箇所があ る こ

と と存 じますが，ご容赦 ください 。

　中 国 は 発展途上 国で あり，経済力は い ま だ薄弱 で す 。

しか し，我 が 政 府 は こ の 財力，物量 と もに 限 りある 状況

の もと で ，チ ベ
ッ ト学 に は多大な支持 を行 っ て まい りま

した。そ れ はチ ベ
ッ ト学の 各方面 に お ける多大 な発 展 を

可能 と して きま した 。

　チ ベ ッ ト学の 組織化 につ い て お 話 しますと，五 十年代，

六 十年代 に 設立 さ れ た 中国社会科学院民族研 究所，世界

宗教研究所等 の 部 門 を除 くと，こ こ十 数年来北京，西蔵，

四 川，青海，澳等の 省区 に も相継 い で チ ベ ッ ト学専門の

研究所が設立 されました。 北京 の チ ベ
ッ ト学研究 セ ン

タ
ー
，中国 チ ベ

ッ ト語系高級仏教学院，中央民 族学院 チ
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ベ ッ ト学研究所，中国社会科学院小数民族文学研究所 に

所属す る 全国 『格薩爾王伝』 関連事業 を指導す る サ
ー

ク

ル ，西 蔵自治区社会科学院，西蔵 自治区経済社会発展セ

ン ター，西蔵大学，西蔵民族学院民族研究所，西蔵自治

区教育科学委員会民族教育研 究 所，西 蔵 自治 区文 化庁芸

術研究所，西蔵 自治区蔵医院蔵医研究所及 び天文暦算研

究所 ，青海 省社会科学院 チ ベ
ッ ト学研究所，民 族宗教研

究所，青海民族学院民族研究所，青海省 『格薩爾』史詩

研究所，四 川省社会科学院チ ベ ッ ト学研究室，四 川省チ

ベ ッ ト学研究所 ，
四 川省外国語学 院国外蔵学研究 セ ン

タ
ー
，四 川省チ ベ

ッ ト学文化書院 ， 西南民族学院チ ベ
ッ

ト学研究室，甘粛省チ ベ ッ ト学研究所，西北民族学 院西

北民族研究所等で あります 。 推計す る と，現在 に到 る ま

で全国 に は既 に専門的な い し主要 に チベ ッ ト学研究 に取

り組 む組織 は 50箇所あまり存在 して い ます。こ れらの 組

織はそ れ ぞ れ の 特徴や得意の 分野 に基づ い て，異な る側

面 ない し角度 か らチ ベ ッ ト学 の 単科な い し総 合 の 研究 を

展開 して い ます。チ ベ ッ ト学 の ネ ッ トワ
ー

ク は全 国的規

模 で多層 的かつ 全方位的で 形をなしつ つ あ ります 。

　次 に，中国 チ ベ
ッ ト学 研 究 セ ン タ

ー
を紹 介 したい と思

い ます 。 中国チベ
ッ ト学研究セ ン ターは1986年 に北京 に

設立 され た国立 の 研究所 で す 。 こ の セ ン ターに は歴 史宗

教研究所 （下 部組織 ：宗教 ， 歴史 ， 因明等 の 研究室），

社会文化研究所 （下 部組織 ：社会経済発展戦略，文化 人

類学，言語等の 研究室），文献資料研究所 〔下 部組織 ：

図書館，歴史襠案，視聴覚室），中国蔵学出版社 （下部

組織 ：蔵漢文雑誌 ， 図書，英文等 の 編集室）があ ります 。

現 在 セ ン タ ーに は 80名 の チ ベ
ッ ト民 族，漢民 族の 研 究 人

員が い ます。セ ン ター
の 主要 な任務はチ ベ

ッ ト学を全 国

的規模 で 組織
・協調 させ る こ とに あ ります 。 例 え ば，全

国 の 組織 と共同して 中長期の チ ベ ッ ト学研究の 計画 を制

定 し，単独で あ るい は 他 の 研究機関と共同 して，大型 の

研 究 を完成 させ る こ と，また，チ ベ ッ ト民 族 の 優 秀 な伝

統文化 を継承 か つ 高揚 させ る た め に，チ ベ ッ ト文 の 古書

籍 を収集 し，整理，出版す る こ と，また，チベ ッ ト学 の

優秀 な業績 を出版 し，チ ベ
ッ ト学の 人材 を養成 し，国内

外 の 学術交流 を行 うこ と等が挙げ ら れ ます。現在，主要

な研究 の 課題 に は，1．チ ベ ッ ト文の 『中華大 蔵経』（丹

珠爾） の 編集校訂出版作業，2．国内 に 現存す る サ ン ス

ク リ ッ トの 貝葉経典 の 整理研究，3．元朝以来 の チ ベ
ッ

ト と中 央政 府 との 関 係 の 研 究，4．チ ベ
ッ トの 封建農奴

制時代 の 社会形態 の 研究，5．チ ベ
ッ ト文 の 歴 史大 辞典

の 編纂，6．チ ベ ッ ト人 居住区域 に お け る 社会経済 の 発

展 の た め の 戦略 の 研究等が あ ります。セ ン タ
ー

の 下 に は

中国蔵学出版社があ り，既 に 「五 明精選叢書』 （チ ベ
ッ

ト語版 ， 11部 14冊 が 出版済）『西蔵知識小叢書』 （9冊が

出 版済）『中 国蔵学』 （季刊 ，チ ベ
ッ ト語版，中文版）等

の 叢書 が 出版され て い ます 。 1988年 よ り国内外に向け て

『中国蔵学』 （krung　go
’i　bod　kyi　shes 　rig ） 「西蔵研究』

（bod　ljongs　 zhib
’
jug） r中 国 西 蔵』 （krung　go

’i　bod

ljongs）等 の チ ベ
ッ ト学 の 專 門誌 や 『青海社会科学』

『西北民族研究』 『甘粛民族研 究』『青海民族研究』「民

俗』 『民族』 『民族研究』 『章恰爾』 （sprang 　char ）『西蔵

仏 教』『西 蔵教育』『西蔵文芸』「雪 域文化』『邦錦花』

（spang 　rgyan 　me 　to9 ）『珠穆 拉 瑪 峰』 （jo　mo 　glang　ma ）

『山南文芸』 （lho　kha
’i　rtsom 　rig 　sgyu 　rtsal ＞等の 二 十 種

あまりの 刊行物が創刊 されました。また各地 の 民族学院

の 学報 に も経常的 に チ ベ
ッ ト学関係 の 論文 が掲載 され て

お り，その 他 の 「歴 史研究』「世界宗教研 究』「歴史襠

案亅 『清 史研究』 『歴 史知識亅『文物与考古』『法音』「地

名叢刊』等 の刊行物 に も時折 チ ベ
ッ ト学関係 の 論文が発

表さ れ て い ま す。

　こ こ 十 年来，チ ベ ッ ト学関連 の 書籍 の 出版事業 は空前

の 盛況 を呈 して お り，北京，チベ ッ ト，青海，四 川，甘

粛，雲 南等 の 省，市，区の 出版社 で は 多種類 の チ ベ ッ ト

文，中文 の 文献資料や専門書や
一

般書が 出 版 さ れ て い ま

す 。 今年 九 月 末 の 統計 に よ ります と，現在に到 る まで 全

国で 発行 され た チ ベ ッ ト文 の 図書，出版物 の 点数 は 既 に

…
万点 に ， 発行部数 は

一
憶冊 に達 して おり，

こ れは新中

国 に お け る小数民族言 語 の 出版物 と して は 最多の 刊行数

と なっ て い ます 。 これ らの 刊行物 の 大多数 は こ こ 十数年

来 に 出版 され た もの で す 。

　チ ベ
ッ ト学 の 研 究集 団 は 迅 速 に 発 展 して お り，こ れ は

最 近の 十 数年来 に わ が 国 の チ ベ
ッ ト学が 辿 っ た繁栄の

一

つ の 目盛 で あります 。 前時代の 多数の チ ベ ッ ト学者は今

なお現役 で 活躍 して い ます し
， 新 中国 が 成立 した 後 に養

成 さ れたチ ベ
ッ ト学者 は 既 に 中堅の 力量 を備えつ つ あ り

ます。1978年 か ら1989年に 到 る まで の 十 年 間 に 全国 で 養

成 さ れ た 70名 の チ ベ
ッ ト学の 研究 生 （半数 は チ ベ

ッ ト民

族）は 前世代 の 学者 の 指導の 元 に急速 に成長 して お り，

彼等 の うちの 多くの 者 は既 に 注 目に 値す る研究業績 を発

表して い ます。現 在 チ ベ
ッ トの 研究 ， 教育 ， 出版 に従事

す る 人 員 は推計二 千人余 りお り，そ の 中 で もエ ス タ ブ

リ ッ シ ュ メ ン トの 研究員 は200人余 りい ます 。 こ れ らの

全 て の 研究集団 は 十数年前 に比べ ると顕著 に 数が 増加 し

て い ます し，質 も向上 して きて い ます。

　こ こ十数年来国内の各チ ベ
ッ ト研究機関の 間で 学術交

流 が 非常 に 盛 ん に な り，地方規模或は 全 国規 模の 学術会

議 が 開催され
， それ ぞれ一

つ の テ
ー

マ を，分担 して 或 は

共同 して研究を行 っ て きま した。こ れ と同時 に近年の 改
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革，解放路線 の 指導 の 下に ，中国に お ける チ ベ
ッ F学の

学者 （香港 ， 台湾 ， ある い は 国外 に 居 住す るチ ベ
ッ ト，

漢族 の 学者 も含む）が 国外で の 同行の 志 との 間で 行 う交

流 も
一
層 盛 ん に なっ て きて い ます 。 多くの 国の 学者が中

国 を訪 れ て学術交流を押 し進め ， 学術会議 に 参加 し共同

研究 を議論 して い ます 。 また数人 の 外国 の 研修生 や留学

生 が 中国 を訪問 して 研 究を行 っ て お ります。我 が 国 で も

また数人の 学者 が 国 際学会 に参加 し学術的考察 を深 め，

相互 の 国 を訪問 し共同研究 を展開 して い ます。本年 の 初

秋 に は 中国 チ ベ ッ ト学学術討論会 と 『格薩爾』史詩学術

討論会 が 北京 と ラ サ で それぞれ開催 され ま した。招待に

応 じて 会 に 参加 した 外国 の 学 者 は あ わせ て 数 十 名 に及 び

ま した。会議 は 国内外の 学者 の 問 の 友好 と理解 を押 し進

め，今後の さ らな る交流 と 共同研究 の ため に素晴 らしい

基 礎 を築 き ま した 。

　中国 の チ ベ
ッ ト学界と 日本 の チ ベ

ッ ト学界 との交流 も

近年大 きな発展を見て い ます。研 究業績の 交流 か ら研究

人員の 相互訪問は全面的 に発展 と拡大 の 様相 を呈 して お

り，研究機関間の 共同研究 も始まりつ つ あ ります ． 我 々

は チ ベ ッ ト学 の 繁栄 の た め に も，中 日の チ ベ
ッ ト学 界 の

友好的協力関係が今後更 に発 展 して い くこ と を熱烈 に希

望 して い ます。

　こ こ十数年来中国に お ける チ ベ
ッ ト研究 は 多 くの 分 野

に お い て 多大 な進展 を して きま した。以 下 に 要点 をか い

つ まん で 述べ たい と思 い ます 。

1．考古学的遺物 の 調査 と発掘

　関連す る 部門 は
， チ ベ

ッ ト人居住地域 に既 に存在する

考古学的遺物や古跡 の 保護 と研究 に従事 しつ つ ，沢山の

新 しい 遺跡，例えば，ロ カ （1ho　kha），ナ ク チ ュ （nag

chu ），ラ サ （lha　sa ）等の 地 に お い て 多 くの 古墓群 を，

チ ャ ム ド （cha 　mdo ） の カ ル プ （kha　rub ）等の 地 に お

い て は 多 くの 摩崖石刻等 を次 々 と発見 して い ます 。 特 に

チ ャ ム ドの 近郊 に あ る新 石 器 時 代 の 遺 跡 は，そ の 豊 富 な

歴史的遺物と明瞭 な 文化的特性 に よ っ て 国の 内外 で 注 目

を集 め て い ます。 各種の 考古学的遺物 や 遺跡 の 新 発 見 は

チ ベ ッ ト研究の 多 くの 分野 に 新たなる展開を誘起 して い

ます 。 また，チ ベ
ッ トに は 大 量 の 貝葉経典が 残 っ て お り，

こ れ を収集 して 整 理 研究 す る事業 も積極的 に 行 わ れて お

ります。

2．各種 の 古資料の整理 出版

　チ ベ
ッ トを研究する学者に便宜をは かるため に，各地

に お い て各種 の チ ベ ッ ト文の 文献や 古資料 の 出版が 重要

視 され て い ます 。 推計 に よ ります と
，

八 十年代 に は全国

で 出版 され た チ ベ
ッ ト文 の 古籍 は 200種類以上 に 及び，

内容 も歴史，宗教，言 語 ，文学，天 文 ，暦 算，医 薬，絵

画，建築，芸術等の そ れ ぞ れ の領域に 及 んで い ます 。

　　「第 誤 宗 教 源 流』 （lde
’
u 　chos

’byung）『朗氏 宗譜』

（rlangs 　kyi
’
po　ti　bse 川 rgyas 　pa） 『智者喜宴」 （mkhas

pa
’i　dga ’

ston ） 「漢蔵 史集』 （gya 　bod　yig　tshang ） 『巴

協』 （sba 　bzhed） 『紅 史』 （deb　ther　dmar　po） 『青 史 』

（deb　ther　sngon 　po）「新紅史』 （deb　ther　dmar　po　gsar

ma ）『西 蔵 王 統記』 （rgyal 　rabs 　gsal　ba
’i　me 　long） 『西

蔵 王 臣伝』 （dpyid　kyi　rgyal 　mo
’
i　glu　dbyangs ） 『世 界総

論』 （
’dzam 　gling　rgyas 　bshad） 『拉達克史』 （la　dvags

rgyal 　rabs ）『布敦教法史』（bu　ston 　ch 。 s　
’byung＞『漢地

仏教史』 （rgya 　nag 　chos
’byung） 「安多政教 史』 （mdo

smad 　chos
’byung） 『雅 隆 史』 （yar 　klung　jo　bo

’i　 chos

’
byung ）『薩迦世系史』 （sa 　skya

’i　gdung 　rabs ）等 の チ

ベ
ッ ト文 の 基礎的な 歴 史書 の名著が 既 に 出版 され て い ま

す。哲学宗教 の 分 野 に お い て は 「因明学彙集』 （tshad

ma 　kun　bsdus） 「因 明学概 要及 其 注釈』 （tshad 　 ma
’
i

dgongs　don　rtsa
’
grel　mkhas 　pa

’i　mgul 　rgyan ）『因明七

論 叙暗荘厳 疏 』 （tshad　ma 　sde 　bdun　gyi　rgyan 　yid　kyi

mun 　 se1 ）『古印度因明学選 編』 （tshad 　ma 　rig 　pa
’i　rgya

gzhung 　dpe　tshogs ）「時量論註』 （？）『量理論宝蔵総則

及其注釈』 （tshad 　ma 　rigs 　gter　gyi　rtsa
｝
grel）1菩提道

次 第広 論』 （byang　 chub 　lam　rim 　chen 　mo ） 『法要 導

読 ・普賢上師言教』 （snying 　thig　 sngon
’
gro

’
i　khrid　yig

kun　bzang　bla　ma ’
i　zhal 　lung） 『解脱亅 （thar　mdo ）『西

蔵笨教源 流』（bon　gyi　bstan　pa
’i’byung 　khuロgs ），科学

技 術 や 医薬 の 関 連 で は 「暦 算 論 典』 （skar 　rtsis 　kun
’
dus） 『漢地暦算精要』（rgya 　rtsis　snying 　bsdus）『四部

医典』 （rgyud 　bzhi）『四 部医典系列挂 図全集』 （rgyud

bzhi’i　sman 　thang 　phyogs 　bsgrigs＞　 『蘭 疏 璃』

（baiD’

urya 　 sngon 　po） 「月 王 薬 診』 （sman 　dpyad　zla

ba’i　rgyal 　po）が あ り，また，各種 の 人 物伝，古典小説，

チ ベ
ッ ト劇の 台本，格言及び 詩歌，文学理論，音楽理論，

文法修辞等に 関連す る代表的なチ ベ
ッ ト文の 古籍 は 陸続

と上 梓 さ れ て い ます 。 こ れ らの 書籍の 多くに は既 に漢訳

本も出 て い ます。

　地方 に お い て もや は り各種の チ ベ ッ ト文の 公文書 の 選

集が 出版 され て お り，その
一

部 には ， 『西蔵歴史公文襠

案選』 （bod　kyi　le　rgyus 　g2hung 　yig　bdam　sgrig ）『西蔵

歴代法規選』 （zhal 　lce　phyegs 　bsgrigs）『中国西 蔵 地 方

歴 史資料選 輯』 （krung　go
’
i　bod　sa 　gnas　kyi　lo　rgyus

dpyad　 yig　bdam　 sgrig ） 及 び 『西 蔵 災 異 史』 （rang
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byung　gnod
｝
tshe

’
i　yig　tshags 　phyogs 　bsgrigs）『西 蔵 地

震 史料』 （sa　g ・yos 　skor 　gyi　lo　rgyus 　dpyad　yig） 『鉄虎

清冊』 （lcags　stag 　zhib 　gzhung ）等が あ ります 。

　 八 十 年 代 に はチ ベ ッ ト研究 に 関連す る 漢文の 文献史料

の 出版が 非常 に多く行われました。主要な もの は 『蔵族

史料集』 『通鑑 吐 蕃史料』 「明実録蔵族 史料』『清実録蔵

族史料』 「清代蔵事輯要亅『民 元 蔵事電稿』 「九世班禅円

寂致祭和十世班禅転生 座 床襠案選編』 『十 三 世達頼円寂

致祭和十 四 世達頼転生 座 床襠案選翻 及 び 各種 の 奏 議，

方志，旅行記，日記等 で す。

　 五 十年代 より七十年代 に到 る まで に，関係す る 機関や

組織 の 多 くの 専 門 家 が チ ベ
ッ トに 赴 い て 社会調査 を行 い

ま し た。そ の 報告書 は 100万字 に 達 して お りまし て，チ

ベ ッ ト社 会の 経済，歴 史，文化等 の 分 野 の 内 容 を包 括 し

て い ます 。 1983年 よ りこ れ らの 報告書の 整理 編集が 行 わ

れ 『西蔵社会歴史調査資料叢刊』 とい う書名 の もと十冊

に わ けて 出版 す る こ とに な りま した 。 現在の とこ ろ は 既

に 五 巻が 出版 されて お ります 。

　こ の 他に も各出版社が美 しい 装丁 の 解説付き写真集 を

数多 く出版 して い ます。そ の
一・

例 は 『蔵伝仏教芸術』

（b・d ・gylid ・・ng 　b，t。 n ，gy 。 ，t、。1） r西蔵唐 ＋』 （b。d
kyi　thang 　kha）「八 思 巴画伝』 （

’
gro　mgon

’
phags　pa

’
i

mdzad 　thang ）『布達拉宮』 （po 　brang　po　t
’
a　la＞ 『薩迦

寺』 （sa 　skya 　dgon 　pa） 『昌都 十若』 （cha 　mdo
’
i　kha

rub ）等 で す。

　国外の チベ
ッ ト研究 の 状況を知るため に，い くつ か の

外 国 の チ ベ ッ ト研究者 の 代表的著作 を国 内向 け に 中 国語

訳 して 出 版す る 事業 も行 わ れ て い ます 。

3．チベ ッ トに お け る 民間の 文学や芸術 の 収集と整理

　チ ベ
ッ トの 優秀な伝統文化を継承 高揚す るた め に，

関連す る部門 は民間 に流布す る音楽，舞踏，チ ベ ッ ト劇，

曲 芸，民歌 ， 民謡，英雄叙事詩，神話，伝説，故事，格

言，譬え話，笑 い 話等を広 範囲 に収集，整理す る事業を

行 っ て い ます 。 そ の 中で も代表的なもの は 長編 の 英 雄 叙

事詩 『格薩爾王伝』 の 収集整理研究事業です。 これ ら の

課 題 は 「六 五 」「七五 」計画 に お け る 国家の 重 点項 目に

挙げ られ て い ます。現 在収集 が 終 っ た 『格薩爾王 伝亅 は

180あまりの 点数があり，『格薩爾」を吟ず る民間の 詩人

は40名，『格薩爾』伝説 の 遺跡の 多 くが 発 見 さ れ て お り，

木刻本，手写本 は40種，100版，異本を除 くと80部余 り

が 発見 されて い ます 。 現在整理 が済ん で 目録 が で たもの

は首部7部，18大 宗，149小 宗 で，併せ て 174部を数え る

もの とな っ て い ます 。 民間の 詩人 の 演じた 『格薩爾』の

70曲が，3000本の テープ に と られて お り，660本 は 既 に

文章 に起 こ され て い ます。そ の うち18大宗は 既 に全 て 録

音並 び に整理が完遂 して い ます。 現在，整理出版 された

もの は 16部 （17部）あ り，漢訳本を5部出版 して い ます。

4．研究成果

　 こ こ 十数年来，中国 に お け る チベ
ッ ト研 究 は そ の 得意

とす るとこ ろ に従 っ て研究に専心 し，業績 は 累 々 とあ

が っ て おります。こ れ を証明す る た め に ，以下 に
一

連の

数字 を上 げて み ま し ょ う。 推計 に よ りますと，1906年か

ら 1990年 に 到 る まで ，国内の 刊 行物 （報告書 は 含 ま な

い ）上 に 発表 され た チ ベ
ッ トに 関係 す る文章 （訳文 は 含

まない ） は お よそ 6000篇 で，その 内1906年か ら1949年 に

到 る まで は 1600余篇，1949年 か らユ979年 に 到 る まで は

750篇 ，1979年 か ら1990年 に 到 る まで は 3600篇 に 達 して

い ます 。 1979年以来論文 の数量 は急激 に 増加 しま した が，

カ バ ー
す る領域 も絶えず拡大 して お りま して ，歴史，チ

ベ ッ ト語，宗教，政治，経済 ， 人文地理 ， 対外 関係等の

分 野 以 外 に も，文学芸術，考古学，天文暦算，チ ベ ッ ト

医学，建築芸術等 の 領域 に も及 ん で い ます 。

　論文や 文章以 外 に もこ こ 十数年来，さら に 高水準の学

術書 や 参考書が 世 に 出て い ます Q 『論 西 蔵 政 教 合
一

制 度』

「西 蔵通史亅 『西蔵仏教発展史略』『蔵族簡史』 『達頼喇嘛

伝』『班禅額爾徳尼伝亅「中国蔵族部落』 「西蔵仏教』 「角

羅 ：宋代 蔵 族 政 権』 『蔵暦的原理与実践』「西蔵地 方貨幣

史』『蔵漢大 辞典』 『漢蔵語言概論』「蔵漢対照拉薩 口 語

辞典』『拉薩 口 語読本』 『西蔵壁画』『詩鏡明鑑』『蔵医歴

史人 物伝記』 『四 部医典形 象概論』「秘訣本続形象論記』

『蔵族史和歴史年表』等は皆，作者 の 多年 に わた る心血

が注ぎこ まれ た力作で す 。

　チ ベ ッ ト民族の 歴史 は 悠久 で あ り，文化 は多様で ，研

究 を必 要 とす る 問題 は 非常 に 沢 山 あ ります 。 大型 の 通史

の 編纂や 各種 の 専 門 史，テ
ー

マ を た て た 選述書 は 無論 の

こ と， 海の ご と くに 浩瀚 な古資料 や公文書 の 迅速な収集

と整 理 は一
刻 の 猶予 も許され ない 問 題 で す。そ の 事業 の

広 大 さ と仕事 の 繁雑 さ は 決して 小 人数 の もの が短期間で

遂行 す る こ とは 不可 能なもの で あ り，国内外 の 学者が緊

密 に 共同 研 究 を行 い ，多くの 知恵 や 力を集め て 世代を越

えた人間が 不断の 努力を継続す る こ とに よ っ て始め て見

るべ き効果が あが り，チ ベ
ッ ト学の 水準 を して 新 しい 水

準 に 高 め る こ とが で きる もの な の で す 。 ．こ こ 数十年来 ，

中国 に お け るチ ベ
ッ ト研究 は 先人 の 基礎 の 上 に多大 の 発

展 をし，少なか らぬ業績を上 げて まい りま した。しか し

今 な お 多 くの 問題 や テ
ー

マ が存在 して い ま す 。 ま た，

我 々 の 業績 は い まだ現象的 な祖 述 に留ま る の み と な っ て

お り，内面 に まで 踏 み 込 ん だ分析が 欠 けて い ます 。 あ る
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分野，例えば チ ベ
ッ ト民族 の 優秀な伝統文化 の 結晶

一一

客観的法則 の 思 想の 歴 史　　の よ うなもの の 研 究 は まだ

十分 で は なく，ほ とん ど端緒に つ い た ばか りとい っ た 具

合 で あ りますし，我 々 の 研究集団 は論理 的思考の 素養 や

研究方法や 研究能力等 の 方面で も，ま だ様 々 な不足不備

等が存在 して い ます 。 こ の ため に 我 々 は い ささか も既存

の 業績 に 満足 して お りませ ん 。こ れ ら の 問 題 を正 視 し困

難 な点を克服 し海外 の 同学 の 学者や専門家との 親密な共

同研究が チ ベ ッ ト研究 の 繁栄 と隆盛 の た め に は 必 要 な も

の と思 っ て い ます 。

　最後 に 大会 の成功 に お祝 い を申し上げたい と存 じます。

　吉 祥 あ ら ん こ と を。御清聴 あ りが と うご ざい ま した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年10月 24日
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